






































































































































　（19） *分らないことについては、だれまで尋ねたらいいですか。（藪崎 2009: 78）
































































































































































































































































（１）　「親指ほど」「20センチくらい」「どれくらい」のような、「指示詞・疑問詞・名詞＋ほど / くらい / まで /
程度に」という形式は考察対象から除外する。また、「くらい」には「ぐらい」も含むものとし、以下「くらい」
と記す。
（２）　例文（７）、（23）、（26）～（28）、（32）～（38）、（42）と（51）の自然さの判断は、60名の日本語母語話
者に協力してもらったアンケート調査の結果に基づく。各文について、「０＝不自然」から「３＝自然」の４
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否定を含む程度修飾節の意味解釈
段階で判断してもらった。その自然さの平均値で例文冒頭の記号を付けた。０以上１未満は「??」、１以上２
未満は「?」と記している。２以上３未満は記号なしで自然な例文と見なす。なお、その他の例文で特に断ら
ないものの自然さは、５名の日本語母語話者の判断に基づく。
（３）　奥津（1986）は程度用法の「ほど」「くらい」を形式副詞とし、沼田（1986）は「まで（に）」を形式副詞
とする。また、宮地（2005）は「ほど」「くらい」を形式名詞とし、日本語記述文法研究会（2009）は「異常
なまでに輝いて見えた」の程度用法の「まで」を形式名詞とする。本稿は便宜上、丹羽（1992）、丸山（2001）
に従い、「ほど」「くらい」「まで」を副助詞と呼ぶ。
（４）　なお、「くらい」そのものは高程度にしか言えないようである。「?他の社員に負けないくらい（＝ほどほど）
働いています」は不自然である。川﨑（2014）が述べている通り、「くらい」節は高程度の意味解釈に偏る。
例えば、「あの小学生は普通の同級生に負けないくらい数学ができる」という文では、「あの小学生ができる」
程度は同級生と同じであるが、低程度とは言えない。即ち、否定事態をとる「くらい」節は非低程度を表す
と言える。
（５）　読売新聞データベースで「ないまでに」をキーワードとして検索した結果、ヒット数は212件であった（2019
年12月２日確認）。しかし、原文を閲覧できる記事は177件で、手作業で確認したところ、否定を表さない「切
ない（せつない）＋までに」の例が14件であった。この14件を除外すると、本稿で扱う否定を含む程度修飾
節に当たる例文は163件になる。
（６）　今回の考察では、５名の日本語母語話者の判断から、「全く歩けないまで疲れた」と比べれば、例文（40）「全
く歩けないまでに疲れた」は明らかに自然であることがわかる。なぜ「ないまでに」節の場合「に」のある
方がより自然であるかという問題は今後の課題としたい。なお、「全く歩けなくなるまで疲れた」はより自然
な文であるが、「まで」節がとった「～なる」補文の内部に否定が現れる場合は、本稿では扱わないとする。
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